
3. 「森林の環」で解決したいこと

2. 「森林の環」でできること

👍 情報収集と管理の省力化、効率化をします

👍 必要な時に必要な情報を検索・入手できます

👍 知りたいことを知っている人、わかっている人と

つながれます

👍 情報の入手、意見交換などを通じて発想が広がり

（まとまり）、アイディアがひらめきます

Ｆｏｒ－ｅ－Ｓｍｉｌｅ！！
掲示板「森林の環」始めます！！！

☝ 長期かつ広大な面積の国有林野の管理経営

☝ 気候変動や病虫獣害対策、さらには行政課題の変化等

への対応

☝ 常に最善の選択をしていくために対応方法を複数持ち

選択・実行

☝ 一人の経験と知識だけでは対応困難な多岐にわたる

課題の解決への連携（人）・連動（取組）した対応

☝ 時間や人など限りある資源を最大限に活用し一人一人

の経験や知識、得意を活かす

☝ 次の世代につなげる（特に失敗が重要！）

技術普及課 企画官（技術開発）藤澤 将志

令和２年度 関東森林管理局森林・林業技術交流発表会 ポスター発表

も り わ

わたしに何ができる❔

何をすべき❔

何をしたい❔

 「Forest（森林）」と「Smile（笑顔）」は
つながっている

 国有林で行うすべてのことは笑顔、命を育む

Forest ＋ Smile
森 笑顔

For-e-smile
～元気もりもりみ～んな笑顔～

知りたい時に必要な情報を入手できる、情報の
共有や発信、意見交換ができる場を作って、わた
したち（国有林）の経験を次の世代に引き継ぐ

👉 局内掲示板に開設した「掲示板」です

👉 情報の一元化、共有、発信、意見交換をします

👉 私たち一人一人が、ひとの環、情報の環、取組

の環、森林と私たちの環を生み育て、考え、行動

する場です

情報発信
・共有

試行
（チャレンジ）

意見‣情報交換

 森林と人とのかかわりは長いけれど一人が関

われるのはごくわずかな時間

 森林は一つとして同じ条件の場所はない

 気候変動や生態系バランス等により環境は常

に変化する

 コントロールではなく、見続けていくことか

らわかること、わかったことを記録して、予

測と対応に活かしていく必要

 異なる経験や知識を持つひとの連携と継続が、

森林づくりには必要

 わたしたちが現場で得た情報を記憶から記録

に換えて未来につなげる必要

1. 「森林の環（もりのわ）」とは❔

C)視点２👀（現状と課題）

B)視点１👀（わたしの原点）

A)取組のきっかけ

D)🙆わたしの答え

森林ではすべての命がつながり循環しています。
豊かな森林は私たちの生活の礎であり、命そのものです。
時代の流れ、社会情勢の変化があっても不変です。

私たちの行動が、過去を繋ぎ、今を、未来を、笑顔を創ります。
掲示板「森林の環（もりのわ）」を始めます！

ゼロ.「森林の環（もりのわ）」の始まりに
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